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(57)【要約】
【課題】表示装置が後処理を行うことなく画像を表示す
る。
【解決手段】画像を表示する表示装置と、当該表示装置
と通信可能に接続されたサーバとを用いた画像表示方法
であって、サーバは、表示装置の画像の表示性能に関連
する表示関連情報に基づいて、当該表示装置により所定
の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不
要画像を取得する取得ステップと、この取得ステップに
て取得された後処理不要画像を表示装置に送信する画像
送信ステップと、を含み、表示装置は、サーバから送信
された後処理不要画像を受信する画像受信ステップと、
この画像受信ステップにて受信された後処理不要画像を
表示する表示ステップと、を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示装置と、当該表示装置と通信可能に接続されたサーバとを用いた画
像表示方法であって、
　前記サーバは、
　前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得ステ
ップと、
　この取得ステップにて取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送
信ステップと、を含み、
　前記表示装置は、
　前記サーバから送信された前記後処理不要画像を受信する画像受信ステップと、
　この画像受信ステップにて受信された前記後処理不要画像を表示する表示ステップと、
　を含むことを特徴とする画像表示方法。
【請求項２】
　前記表示関連情報は、前記表示装置の画面解像度を示す情報及び当該画面解像度に対応
する画素数を示す情報のうち、少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項１に記載の
画像表示方法。
【請求項３】
　前記表示関連情報は、前記表示装置により表示可能な画像のフォーマットを示す情報を
含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示方法。
【請求項４】
　前記表示装置は、
　前記表示関連情報を前記サーバに送信する第１送信ステップを更に含み、
　前記サーバは、
　前記表示装置から送信された表示関連情報を受信する第１受信ステップを更に含み、
　前記取得ステップは、
　前記第１受信ステップにて受信された表示関連情報に基づいて、前記後処理不要画像を
取得することを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の画像表示方法。
【請求項５】
　前記取得ステップは、更に、前記表示装置が存する空間の環境に関連する環境関連情報
に基づいて、当該表示装置により所定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式
の前記後処理不要画像を取得することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の画
像表示方法。
【請求項６】
　前記環境関連情報は、前記表示装置が存する空間を照らす光の色温度を示す情報及び当
該光による明るさの度合いを示す情報の少なくとも何れか一方を含むことを特徴とする請
求項５に記載の画像表示方法。
【請求項７】
　前記表示装置は、
　前記環境関連情報を前記サーバに送信する第２送信ステップと、を更に含み、
　前記サーバは、
　前記表示装置から送信された環境関連情報を受信する第２受信ステップを更に含み、
　前記取得ステップは、
　前記第２受信ステップにて受信された環境関連情報に基づいて、当該表示装置により所
定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式の前記後処理不要画像を取得するこ
とを特徴とする請求項５又は６に記載の画像表示方法。
【請求項８】
　前記サーバは、
　所定の記憶手段に記憶されている画像に所定の処理を施して前記後処理不要画像を生成
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する生成ステップを更に含み、
　前記取得ステップは、
　前記生成ステップにて生成された前記後処理不要画像を取得することを特徴とする請求
項１～７の何れか一項に記載の画像表示方法。
【請求項９】
　画像を表示する表示装置と通信可能に接続されたサーバであって、
　前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得手段
と、
　この取得手段により取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送信
手段と、
　を備えたことを特徴とするサーバ。
【請求項１０】
　画像を表示する表示装置と、当該表示装置と通信可能に接続されたサーバとを備える画
像表示システムであって、
　前記サーバは、
　前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得手段
と、
　この取得手段により取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送信
手段と、を備え、
　前記表示装置は、
　前記サーバから送信された前記後処理不要画像を受信する画像受信手段と、
　この画像受信手段により受信された前記後処理不要画像を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする画像表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示方法、サーバ及び画像表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、予め記憶された画像を表示するデジタルフォトフレーム等の表示装置がある（例
えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１２９０３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の表示装置は、例えば、表示装置の画面解像度より高い解像度を有
する画像や当該表示装置が表示可能な画像のフォーマットに対応していない画像等を表示
するためには、表示装置で表示可能となるように所定の後処理を行わなければならなかっ
た。
【０００５】
　本発明の課題は、表示装置が後処理を行うことなく画像を表示することができる画像表
示方法、サーバ及び画像表示システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の画像表示方法は、画像を表示する表示装置と、当該
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表示装置と通信可能に接続されたサーバとを用いた画像表示方法であって、前記サーバは
、前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得ステ
ップと、この取得ステップにて取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する
画像送信ステップと、を含み、前記表示装置は、前記サーバから送信された前記後処理不
要画像を受信する画像受信ステップと、この画像受信ステップにて受信された前記後処理
不要画像を表示する表示ステップと、を含むことを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明のサーバは、画像を表示する表示装置と通信可能に接続されたサーバであ
って、前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置
により所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得
手段と、この取得手段により取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画
像送信手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の画像表示システムは、画像を表示する表示装置と、当該表示装置と通信
可能に接続されたサーバとを備える画像表示システムであって、前記サーバは、前記表示
装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置により所定の後
処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得手段と、この取
得手段により取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送信手段と、
を備え、前記表示装置は、前記サーバから送信された前記後処理不要画像を受信する画像
受信手段と、この画像受信手段により受信された前記後処理不要画像を表示する表示手段
と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、表示装置が後処理を行うことなく画像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態による画像表示システム１の主要構成を示すブロック図であ
る。
【図２】画像表示システム１による画像表示処理の流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【図３】画像生成処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図４】色温度調整処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図５】明るさ調整処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図６】記憶部に記憶されたデータの一例を示す図である。
【図７】後処理不要画像の取得に係る画像データの流れの一例を示す図である。
【図８】サーバにより施される画像処理の一例を示す図である。
【図９】表示装置から表示関連情報及び環境関連情報が送信される場合の一例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態による画像表示システム１の主要構成を示すブロック図で
ある。
　画像表示システム１は、サーバ１００及び表示装置２００を有する画像表示システムで
ある。サーバ１００と表示装置２００は、通信ネットワークＮを介して互いに通信可能に
接続されている。
【００１３】



(5) JP 2013-68687 A 2013.4.18

10

20

30

40

50

　なお、通信ネットワークＮは、例えば、専用線や既存の一般公衆回線を利用して構築さ
れた通信ネットワークＮであり、ＬＡＮ（Local Area Network）やＷＡＮ（Wide Area Ne
twork）等の様々な回線形態を適用することが可能である。また、通信ネットワークＮに
は、例えば、電話回線網、ＩＳＤＮ回線網、専用線、移動体通信網、通信衛星回線、ＣＡ
ＴＶ回線網等の各種通信回線網と、それらを接続するインターネットサービスプロバイダ
等が含まれる。
　また、図１に示す例では、１つのサーバ１００と１つの表示装置２００とか通信可能に
接続されているが、１つのサーバ１００に複数の表示装置２００が接続されていてもよい
。
【００１４】
　サーバ１００は、表示装置２００の画像の表示性能に関連する表示関連情報等に基づい
て、当該表示装置により所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画
像を取得して、取得された後処理不要画像を表示装置２００に送信する。
　サーバ１００は、記憶部１０１と、画像生成部１０２と、画像取得部１０３と、通信制
御部１０４と、操作入力部１０５と、中央制御部１０６と、を備えている。
【００１５】
　記憶部１０１は、サーバ１００が取り扱う各種のデータを記憶する。
　記憶部１０１は、例えば、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）やソリッドステートドラ
イブ（ＳＳＤ）等の記憶装置を有している。記憶部１０１は、例えば、図６（ａ）に示す
ように、表示関連情報、環境関連情報、複数の画像等の各種のデータを記憶している。
【００１６】
　表示関連情報は、表示装置２００の画像の表示性能に関連する情報である。表示性能に
関連する情報として、例えば、表示装置２００により表示可能な画像のフォーマット（表
示可能フォーマット）や、表示装置２００の表示部２０３の解像度（表示解像度）等が挙
げられる。表示関連情報は、表示装置２００を識別するための情報と、表示装置２００の
表示関連情報に含まれる具体的な各種の情報（例えば、表示可能フォーマットや表示解像
度等）とを対応付ける。
【００１７】
　図６（ｂ）に示す例による表示関連情報は、表示装置２００を識別するための情報とし
ての「２００」と、表示可能フォーマットを示す「ＪＰＥＧ」及び表示解像度を示す「８
００×６００」とが対応付けられている。図６（ｂ）に示す表示関連情報は、表示装置２
００が、ＪＰＥＧ形式の画像を表示可能であり、表示部２０３が所定の一方向（例えば、
縦方向）に８００［画素］、当該所定の一方向に直交する他方向（例えば、横方向）に６
００［画素］の解像度を有することを示している。
　なお、記憶部１０１は、複数の表示装置の夫々の表示関連情報を記憶してもよい。記憶
部１０１は、複数の表示装置の夫々の表示関連情報を１つのファイルに纏めて記憶しても
よいし、複数の表示装置の夫々の表示関連情報を個別のファイルとして記憶してもよい。
【００１８】
　環境関連情報は、表示装置が存する場所の環境に関連する情報である。表示性能に関連
する情報として、例えば、表示装置２００が存する空間を照らす光の色温度や、当該光に
よる明るさの度合い等が挙げられる。環境関連情報は、表示装置２００を識別するための
情報と、表示装置２００の環境関連情報に含まれる具体的な各種の情報（例えば、色温度
や明るさの度合い等）とを対応付ける。
【００１９】
　図６（ｃ）に示す例による環境関連情報は、表示装置２００を識別するための情報とし
ての「２００」と、色温度を示す「３６００［Ｋ］（ケルビン）」及び明るさの度合いを
示す「５００［ｌｕｘ］（ルクス）」とが対応付けられている。図６（ｂ）に示す表示関
連情報は、表示装置２００が存する空間を照らす光の色温度が３６００［Ｋ］であり、当
該光による明るさの度合いが５００［ｌｕｘ］であることを示している。
　なお、記憶部１０１は、複数の表示装置の夫々の環境関連情報を記憶してもよい。記憶
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部１０１は、複数の表示装置の夫々の環境関連情報を１つのファイルに纏めて記憶しても
よいし、複数の表示装置の夫々の環境関連情報を個別のファイルとして記憶してもよい。
【００２０】
　記憶部１０１は、例えば、図６（ｄ）に示すように、それぞれ異なるフォーマットや解
像度を有する複数の画像を記憶することができる。図６（ａ）に示す例では、記憶部１０
１は、画像Ａ１、画像Ｂ１、画像Ｃ１等の複数の画像を記憶している。また、図６（ｄ）
に示すように、画像Ａ１は、ＪＰＥＧ形式のフォーマットであり、８００×６００の解像
度を有する。また、画像Ｂ１は、ＢＭＰ（ビットマップ）形式のフォーマットであり、８
００×６００の解像度を有する。また、画像Ｃ１は、ＪＰＥＧ形式のフォーマットであり
、１２００×９００の解像度を有する。
【００２１】
　画像生成部１０２は、記憶部１０１に記憶されている画像に所定の処理を施して後処理
不要画像を生成する。
　具体的には、画像生成部１０２は、例えば、表示関連情報や環境関連情報に基づいて、
記憶部１０１に記憶されている画像を後処理不要画像とするための各種の画像処理を行う
。
【００２２】
　各種の画像処理のうち、表示関連情報に基づく処理として、例えば、図７に示すように
、表示可能フォーマット画像生成処理、表示解像度変更処理等が挙げられる。表示可能フ
ォーマット画像生成処理は、表示装置２００の表示可能フォーマットでない形式の画像か
ら表示可能フォーマットの形式を生成する処理である。表示解像度変更処理は、表示装置
２００の表示解像度よりも高い解像度を有する画像の解像度を下げて表示装置２００によ
る表示に適した解像度とする処理である。
【００２３】
　また、各種の画像処理のうち、環境関連情報に基づく処理として、色温度調整処理、明
るさ調整処理等が挙げられる。色温度調整処理は、表示装置２００の存する空間を照らす
光の色温度に応じて画像の色差信号の値を調整する処理である。明るさ調整処理は、表示
装置２００の存する空間を照らす光による明るさの度合いに応じて画像のトーンカーブを
調整する処理である。
【００２４】
　色温度調整処理、明るさ調整処理等の環境関連情報に基づく処理は、画像取得部１０３
が所定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得するた
めの処理である。所定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画
像とは、表示装置２００が存する空間における画像の視認に係る環境について変化が生じ
たとしても、画像の視認の変異が生じない画像である。
　例えば、表示装置２００が存する空間における画像の視認に係る環境として、表示装置
２００が存する空間を照らす光の色温度や明るさの度合い等がある。当該光の色温度や明
るさの度合いは、日時の変化に伴う太陽光の有無や太陽光の強さや、照明の点灯の有無等
、種々の原因により変化しうる。所定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式
の後処理不要画像とは、例えば、このような光の色温度や明るさの度合いの変化による環
境の変化が生じた場合にも、表示装置２００による画像処理が行われることなく、画像の
色表現やコントラストについて画像の視認の変異が生じない画像である。
【００２５】
　以下、各種の画像処理について、図８を参照して説明する。
　例えば、画像Ｂ１はＢＭＰ形式の画像であり、表示装置２００の表示可能フォーマット
（ＪＰＥＧ形式）でない画像である。画像生成部１０２は、例えば、図８（ａ）に示すよ
うに、ＢＭＰ形式の画像Ｂ１から、表示装置２００の表示可能フォーマットであるＪＰＥ
Ｇ形式の画像Ｂ２を生成する表示可能フォーマット画像生成処理を行う。
【００２６】
　また、画像Ｃ１は、１２００×９００の解像度を有する画像であり、表示装置２００の
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表示解像度である８００×６００よりも高い解像度を有する画像である。画像生成部１０
２は、例えば、図８（ｂ）に示すように、１２００×９００の解像度を有する画像Ｃ１か
ら、表示装置２００の表示解像度に対応した８００×６００の解像度を有する画像Ｃ２を
生成する表示解像度変更処理を行う。
【００２７】
　なお、画像Ｃ１は、所定の２方向（例えば、縦方向及び横方向）の双方の画素数が共に
表示解像度により示される２方向の画素数よりも大きい値を有する画像であるが、画像Ｃ
１はあくまで「表示解像度よりも高い解像度を有する画像」の一例であって、これに限ら
れるものではない。例えば、表示解像度により示される２方向のうち少なくともいずれか
一方の画素数が表示解像度の示す画素数よりも大きい画像を「表示解像度よりも高い解像
度を有する画像」としてもよい。この場合、画像生成部１０２は、表示解像度の示す画素
数よりも大きい画素数を有する方向の画素数を表示解像度の示す当該方向の画素数以下と
するための縮小処理を行う。ここで、画像生成部１０２は、画像の２方向の比率を変化さ
せないように縮小処理を行ってもよい。
【００２８】
　また、図示しないが、表示可能フォーマットでない画像が、表示解像度よりも高い解像
度を有していた場合、画像生成部１０２は、後処理不要画像を生成するため、当該画像に
対して表示可能フォーマット画像生成処理及び表示解像度変更処理の両方を施す。この場
合、画像生成部１０２は、例えば、まず表示可能フォーマット画像生成処理を施して表示
可能フォーマットの画像を生成し、生成された画像の解像度を表示解像度に対応させる解
像度変更を施す。表示可能フォーマット画像生成処理と表示解像度変更処理の処理順序は
、逆でもよい。
【００２９】
　また、画像生成部１０２は、例えば、環境関連情報に含まれる色温度の値が第１の閾値
（例えば、７０００［Ｋ］）を上回る場合、調整前に比して画像の赤色を相対的に強調し
、画像の青色を相対的に弱めるための色温度調整処理を行う。
　例えば、表示装置２００の存する空間を照らす光の色温度の値が７０００［Ｋ］を上回
る場合、当該光により、表示装置２００により表示された画像の色が青みを帯びる。当該
光の下では、画像に含まれる青色の表現が際立って強調される一方、赤色の表現が目立た
なくなる傾向がある。そこで、画像生成部１０２は、画像の赤色を相対的に強調し、画像
の青色を相対的に弱めるための色温度調整処理を画像に施すことにより、色温度の値が７
０００［Ｋ］を上回る光により生じる青色の強調等を相殺する。これにより、当該光によ
り照らされた空間で表示装置２００により表示される画像をより自然な色表現とすること
ができ、表示装置２００の存する空間を照らす光の色温度の値によらず、自然な色表現の
画像をユーザに視認させることができる。
【００３０】
　また、画像生成部１０２は、例えば、環境関連情報に含まれる色温度の値が第２の閾値
（例えば、３５００［Ｋ］）を下回る場合、調整前に比して画像の青色を相対的に強調し
、画像の赤色を相対的に弱めるための色温度調整処理を行う。
　例えば、表示装置２００の存する空間を照らす光の色温度の値が３５００［Ｋ］を下回
る場合、当該光により、表示装置２００により表示された画像の色が赤みを帯びる。当該
光の下では、画像に含まれる赤色の表現が際立って強調される一方、青色の表現が目立た
なくなる傾向がある。そこで、画像生成部１０２は、画像の青色を相対的に強調し、画像
の赤色を相対的に弱めるための色温度調整処理を画像に施すことにより、色温度の値が３
５００［Ｋ］を下回る光により生じる赤色の強調等を相殺する。これにより、当該光によ
り照らされた空間で表示装置２００により表示される画像をより自然な色表現とすること
ができ、表示装置２００の存する空間を照らす光の色温度の値によらず、自然な色表現の
画像をユーザに視認させることができる。
【００３１】
　画像生成部１０２は、色温度調整処理を行うにあたり、具体的には、まず、色温度調整
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処理前の画像（例えば、図７に示す画像Ａ１、画像Ｂ２、画像Ｃ２等）から色差信号（Ｃ
ｂ、Ｃｒ）を取得する。そして、画像生成部１０２は、環境関連情報に含まれる色温度の
値に応じて、色差信号の値を調整する。図７では、色温度調整処理後の画像を画像Ａ２、
画像Ｂ３、画像Ｃ３としている。
　例えば、光の色温度の値が７０００［Ｋ］を上回る場合、画像生成部１０２は、色差信
号Ｃｂの値を所定の値（例えば、１．２）で除し、色差信号Ｃｒの値に所定の値を掛ける
ことで、画像の赤色を相対的に強調し、画像の青色を相対的に弱めるための色温度調整処
理を画像に施す。また、光の色温度の値が３５００［Ｋ］を下回る場合、画像生成部１０
２は、色差信号Ｃｂの値に所定の値（例えば、１．２）を掛け、色差信号Ｃｒの値を所定
の値で除することで、画像の青色を相対的に強調し、画像の赤色を相対的に弱めるための
色温度調整処理を画像に施す。
【００３２】
　また、画像生成部１０２は、例えば、環境関連情報に含まれる明るさの度合いの値が第
３の閾値（例えば、１０００［ｌｕｘ］）を上回る場合、調整前に比して画像の輝度を高
くするための明るさ調整処理を行う。
　例えば、表示装置２００の存する空間を照らす光による明るさの度合いが１０００［ｌ
ｕｘ］を上回る場合、当該光により照らされた環境下で表示された画像の見た目の階調が
下がる傾向がある。特に、当該光により照らされた環境下で輝度の低い画像が表示された
場合に、階調の低下が顕著に視認される。そこで、画像生成部１０２は、画像のトーンカ
ーブを調整して調整前よりも明るい画像とすることで、当該光により照らされた空間で表
示装置２００により表示される画像に自然な階調表現を与えることができ、表示装置２０
０の存する空間を照らす光の色温度の値によらず、自然な階調表現による画像をユーザに
視認させることができる。
【００３３】
　また、画像生成部１０２は、例えば、環境関連情報に含まれる明るさの度合いの値が第
４の閾値（例えば、１００［ｌｕｘ］）を下回る場合、調整前に比して画像の輝度を低く
するための明るさ調整処理を行う。
　例えば、表示装置２００の存する空間を照らす光による明るさの度合いが１００［ｌｕ
ｘ］を下回る場合、当該光により照らされた環境下で表示された画像の見た目の階調が上
がる傾向がある。特に、当該光により照らされた環境下で輝度の高い画像が表示された場
合、白飛び等を生じ、画像の明るい部分の階調変化が視認しづらくなる。そこで、画像生
成部１０２は、画像のトーンカーブを調整して調整前よりも暗い画像とすることで、当該
光により照らされた空間で表示装置２００により表示される画像に自然な階調表現を与え
ることができ、表示装置２００の存する空間を照らす光の色温度の値によらず、自然な階
調表現による画像をユーザに視認させることができる。
【００３４】
　画像生成部１０２は、明るさ調整処理を行うにあたり、具体的には、まず、明るさ調整
処理前の画像（例えば、図７に示す画像Ａ２、画像Ｂ３、画像Ｃ３等）のトーンカーブを
取得する。そして、画像生成部１０２は、環境関連情報に含まれる明るさの度合いの値に
応じて、トーンカーブを調整する。図７では、色温度調整処理後の画像を画像Ａ３、画像
Ｂ４、画像Ｃ４としている。
【００３５】
　例えば、明るさの度合いの値が１０００［ｌｕｘ］を上回る場合、画像生成部１０２は
、図８（ｃ）に示すように、明るさ調整処理前のトーンカーブＬ１に比して画像の輝度を
高くしたトーンカーブＬ２を当該画像に適用する。
　また、明るさの度合いの値が１００［ｌｕｘ］を下回る場合、画像生成部１０２は、明
るさ調整処理前のトーンカーブＬ１に比して画像の輝度を低くしたトーンカーブＬ３を当
該画像に適用する。
【００３６】
　画像取得部１０３は、後処理不要画像を取得する取得手段として機能している。
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　具体的には、画像取得部１０３は、例えば、図７に示すように、画像生成部１０２によ
り生成された後処理不要画像（例えば、図７に示す画像Ａ３、画像Ｂ４、画像Ｃ４等）を
取得する。
【００３７】
　また、画像取得部１０３は、記憶部１０１に記憶されている画像が、表示関連情報及び
環境関連情報に対応する後処理不要画像であると判定された場合、後処理不要画像である
と判定された画像を記憶部１０１から取得してもよい。
　例えば、画像Ａ１は、ＪＰＥＧ形式の画像であり、８００×６００の解像度を有する画
像である。ここで、表示関連情報に含まれる表示可能フォーマット及び表示解像度が夫々
、図６（ｂ）に示す表示関連情報のように、ＪＰＥＧ形式及び８００×６００である場合
、画像Ａ１に対して表示可能フォーマット画像生成処理及び色温度調整処理を施す必要が
生じない。また、環境関連情報に含まれる色温度及び明るさの度合いが夫々、図６（ｃ）
に示す環境関連情報のように、３６００［Ｋ］及び５００［ｌｕｘ］である場合、これら
の色温度及び明るさの度合いが色温度調整処理及び明るさ調整処理を施す条件となる各種
の閾値の中間の値であることから、色温度調整処理及び明るさ調整処理を施す必要が生じ
ない。係る例のような場合、画像取得部１０３は、記憶部１０１から画像Ａ１を後処理不
要画像として取得してもよい。
【００３８】
　また、画像取得部１０３は、複数の後処理不要画像を取得してもよい。その場合、画像
取得部１０３は、記憶部１０１に記憶された各画像について必要に応じて個別に画像生成
部１０２により画像処理が施されて生成された後処理不要画像を取得するようにしてもよ
いし、表示関連情報及び環境関連情報に対応する複数の後処理不要画像が記憶部１０１に
記憶されている場合、記憶部１０１に記憶された複数の後処理不要画像を取得するように
してもよい。
【００３９】
　また、画像取得部１０３は、例えば、記憶部１０１に記憶された表示関連情報や環境関
連情報に対応した後処理不要画像を取得してもよいし、図９（ａ）に示すように、表示装
置２００から送信された表示関連情報や環境関連情報に対応した後処理不要画像を取得す
るようにしてもよい。
【００４０】
　図９に示す例の場合、まず、表示装置２００が、サーバ１００に画像の取得を要求する
ための画像要求情報を送信する。ここで、図９（ａ）に示すように、画像要求情報には、
表示装置２００の表示関連情報及び環境関連情報が含まれている。サーバ１００は、図９
（ｂ）に示すように、画像要求情報に含まれている表示関連情報及び環境関連情報に基づ
いて、後処理不要画像を取得して表示装置２００に送信する。ここで、サーバ１００は、
画像要求情報に含まれている表示関連情報及び環境関連情報に応じた後処理不要画像が記
憶部１０１に記憶されていない場合、画像生成部１０２により後処理不要画像を生成して
取得する。そして、図９（ｂ）、（ｃ）に示すように、表示装置２００は、画像要求情報
に応じてサーバ１００から送信された後処理不要画像を受信し、受信された後処理不要画
像を表示する。
【００４１】
　通信制御部１０４は、例えば、通信アンテナや通信回路（図示略）等を備え、無線ＬＡ
Ｎ（Local Area Network）等の所定の通信規格により、通信ネットワークＮを介して接続
された表示装置２００との間で情報の通信制御を行う。
　具体的には、通信制御部１０４は、例えば、図７に示すように、画像取得部１０３によ
り取得された後処理不要画像を表示装置２００に送信する。ここで、通信制御部１０４は
、後処理不要画像を表示装置２００に送信する送信手段として機能している。
　また、通信制御部１０４は、例えば、図９（ａ）に示すように、表示装置２００から送
信された表示関連情報及び環境関連情報を受信する。
【００４２】
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　操作入力部１０５は、例えば、キーボードやマウス等の入力装置を有し、これらの入力
装置に対するユーザの入力操作に応じて所定の操作信号を中央制御部１０６に対して出力
する。
【００４３】
　中央制御部１０６は、サーバ１００の各部を制御するものである。具体的には、中央制
御部１０６は、図示は省略するが、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Rando
m Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）を備え、ＲＯＭや記憶部１０１等に記
憶された各種処理プログラム（図示略）や操作入力部１０５により入力された操作信号等
に従って各種の制御動作を行う。
【００４４】
　表示装置２００は、サーバ１００から送信された後処理不要画像を受信して受信された
後処理不要画像を表示する。表示装置２００は、例えば、デジタルフォトフレームである
。
　表示装置２００は、通信制御部２０１と、表示制御部２０２と、表示部２０３と、記録
媒体制御部２０４と、表示関連情報取得部２０５と、環境関連情報取得部２０６と、操作
入力部２０７と、中央制御部２０８と、を備えている。
【００４５】
　通信制御部２０１は、例えば、ネットワークインターフェースカード（ＮＩＣ）等を備
え、有線ＬＡＮ等の所定の通信規格により、通信ネットワークＮを介して接続されたサー
バ１００との間で情報の通信制御を行う。
　具体的には、通信制御部２０１は、例えば、図７に示すように、サーバ１００から送信
された後処理不要画像を受信する。ここで、通信制御部２０１は、サーバ１００から送信
された後処理不要画像を受信する受信手段として機能している。
　また、通信制御部２０１は、例えば、図９（ａ）に示すように、表示関連情報取得部２
０５及び環境関連情報取得部２０６の夫々により取得された表示関連情報及び環境関連情
報をサーバ１００に送信する。
【００４６】
　表示制御部２０２は、画像を表示部２０３に表示させる表示制御に係る処理を行う。
　具体的には、表示制御部２０２は、例えば、通信制御部２０１により受信された後処理
不要画像（例えば、図７に示す画像Ａ３、Ｂ４、Ｃ４等）の画像データの内容に応じたビ
デオ信号を発生して表示部２０３に対して出力する。また、表示制御部２０２は、記録媒
体２０４ａ等に記憶された後処理不要画像の画像データ等を読み出して、読み出された画
像データの内容に応じたビデオ信号を発生して表示部２０３に対して出力してもよい。
【００４７】
　表示部２０３は、例えば、液晶表示装置であり、表示制御部２０２からのビデオ信号に
応じて画像等を表示画面に表示する。具体的には、表示部２０３は、通信制御部２０１を
介して受信された後処理不要画像等を表示する。ここで、表示部２０３は、表示手段とし
て機能している。
【００４８】
　記録媒体制御部２０４は、記録媒体２０４ａが着脱自在に構成され、装着された記録媒
体２０４ａからのデータの読み出しや記録媒体２０４ａに対するデータの書き込みを制御
する。
　即ち、記録媒体制御部２０４は、例えば、サーバ１００から送信されて通信制御部２０
１により受信された後処理不要画像の画像データ等を記録媒体２０４ａに記憶させる。
　なお、記録媒体２０４ａは、例えば、不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）等により構
成されるが、一例であってこれに限られるものではなく、適宜任意に変更することができ
る。
【００４９】
　表示関連情報取得部２０５は、表示装置２００の表示関連情報を取得する。
　表示関連情報取得部２０５は、例えば、表示制御部２０２や中央制御部２０８等、画像
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データを読み出して表示部２０３に画像を表示させる処理に係る各部により読み出し可能
な画像のフォーマットを示す情報を表示可能フォーマットの情報として当該各部から取得
する。また、表示関連情報取得部２０５は、例えば、表示部２０３の画面解像度又は表示
部２０３の画面解像度のうち、画像の表示に用いられる解像度を表示解像度として表示部
２０３等から取得する。表示関連情報取得部２０５は、図示しない記録装置（例えば、フ
ラッシュＲＯＭ等）に予め記録された表示装置２００の表示関連情報（例えば、表示可能
フォーマットや表示解像度等）を読み出して取得するようにしてもよい。
【００５０】
　環境関連情報取得部２０６は、表示装置２００の環境関連情報を取得する。
　環境関連情報取得部２０６は、例えば、検知部２０６ａを有する。
　検知部２０６ａは、例えば、色彩照度計等、光の明るさの度合いや色温度を検知する構
成を有している。色彩照度計は、ヒトの目の分光感度に対応したセンサ等を有している。
当該センサは、表示装置２００の存する空間を照らす光を検知可能に設けられている。検
知部２０６ａは、色彩照度計により表示装置２００が存する空間を照らす光の明るさの度
合いや色温度を検知する。
　環境関連情報取得部２０６は、検知部２０６ａにより検知された光の明るさの度合いや
色温度を環境関連情報として取得する。
【００５１】
　操作入力部２０７は、例えば、表示部２０３に表示させる画像データの選択、画像の送
り操作等を行うための上下左右移動キーや各種機能キー等によって構成される操作部を備
え、これらの操作部の操作に応じて所定の操作信号を中央制御部２０８に対して出力する
。
【００５２】
　中央制御部２０８は、表示装置２００の各部を制御するものである。具体的には、中央
制御部１０６は、図示は省略するが、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Ran
dom Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）を備え、表示装置２００用の各種処
理プログラム（図示略）や操作入力部２０７により入力された操作信号等に従って各種の
制御動作を行う。
【００５３】
　以下、画像表示システム１による画像表示処理について、図２のフローチャートによる
例示を用いて説明する。
　まず、表示装置２００の表示関連情報取得部２０５が、表示関連情報を取得する（ステ
ップＳ１）。具体的には、表示関連情報取得部２０５は、例えば、図示しない記録装置（
例えば、フラッシュＲＯＭ等）に予め記録された表示装置２００の表示関連情報（例えば
、表示可能フォーマットや表示解像度等）を読み出して取得する。
　また、表示装置２００の環境関連情報取得部２０６が、環境関連情報を取得する（ステ
ップＳ２）。具体的には、環境関連情報取得部２０６は、例えば、検知部２０６ａにより
検知された、表示装置２００が存する空間を照らす光の明るさの度合いや色温度を環境関
連情報として取得する。
【００５４】
　次に、表示装置２００の通信制御部２０１は、表示関連情報及び環境関連情報をサーバ
１００に送信する（ステップＳ３）。サーバ１００の通信制御部１０４は、表示装置２０
０から送信された表示関連情報及び環境関連情報を受信する（ステップＳ４）。
【００５５】
　次に、サーバ１００の画像取得部１０３は、受信された表示関連情報及び環境関連情報
に対応する後処理不要画像が記憶部１０１に記憶されているか否か判定する（ステップＳ
５）。ここで、受信された表示関連情報及び環境関連情報に対応する処理不要画像が記憶
部１０１に記憶されていないと判定された場合（ステップＳ５；ＮＯ）、画像生成部１０
２が画像生成処理を行う（ステップＳ６）。
【００５６】
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　ここで、画像生成処理について、図３のフローチャートを参照して説明する。
　まず、画像生成部１０２が、表示関連情報から表示装置２００の表示可能フォーマット
と表示解像度を取得する（ステップＳ２１）。次に、画像生成部１０２は、表示関連情報
から取得された表示可能フォーマットに対応するフォーマットの画像が記憶部１０１に記
憶されているか否か判定する（ステップＳ２２）。ここで、表示可能フォーマットの画像
が記憶部１０１に記憶されていると判定された場合（ステップＳ２２；ＹＥＳ）、画像生
成部１０２は、記憶部１０１から表示可能フォーマットの画像を読み出して取得する（ス
テップＳ２３）。一方、ステップＳ２２にて、表示可能フォーマットの画像が記憶部１０
１に記憶されていないと判定された場合（ステップＳ２２；ＮＯ）、画像生成部１０２は
、記憶部１０１に記憶された表示可能フォーマットでない画像を読み出し（ステップＳ２
４）、図８（ａ）の例に示すように、読み出された画像のフォーマットを変換して表示可
能フォーマットの画像を生成する表示可能フォーマット画像生成処理を行い（ステップＳ
２５）、生成された表示可能フォーマットの画像を取得する。
【００５７】
　表示可能フォーマットの画像の取得後、画像生成部１０２は、取得された表示可能フォ
ーマットの画像の解像度が、表示関連情報から取得された表示解像度より高解像度である
か否か判定する（ステップＳ２６）。ここで、表示可能フォーマットの画像の解像度が表
示解像度より高解像度であると判定された場合（ステップＳ２６；ＹＥＳ）、画像生成部
１０２は、図８（ｂ）の例に示すように、表示可能フォーマットの画像の解像度を変更し
て表示解像度に対応させる表示解像度変更処理を行う（ステップＳ２７）。
【００５８】
　次に、画像生成部１０２は、環境関連情報から表示装置２００が存する空間を照らす光
の色温度及び当該光による明るさの度合いを取得する（ステップＳ２８）。なお、ステッ
プＳ２６にて、表示可能フォーマットの画像の解像度が表示解像度より高解像度でないと
判定された場合（ステップＳ２６；ＮＯ）、ステップＳ２８の処理に移行する。
【００５９】
　次に、画像生成部１０２は、色温度調整処理を行う（ステップＳ２９）。
　ここで、色温度調整処理について、図４のフローチャートを参照して説明する。
　画像生成部１０２は、まず、表示可能フォーマットの画像の色差信号Ｃｂ、Ｃｒを取得
する（ステップＳ４１）。次に、画像生成部１０２は、環境関連情報から取得された色温
度の値が７０００［Ｋ］を上回るか否か判定する（ステップＳ４２）。ここで、環境関連
情報から取得された色温度の値が７０００［Ｋ］を上回ると判定された場合（ステップＳ
４２；ＹＥＳ）、画像生成部１０２は、色差信号Ｃｂの値を所定の値（例えば、１．２）
で除した値を調整後の色差信号Ｃｂとして取得し、色差信号Ｃｒの値に所定の値を掛けた
値を調整後の色差信号Ｃｒとして取得する（ステップＳ４３）。そして、画像生成部１０
２は、調整後の色差信号Ｃｂ、Ｃｒの値を表示可能フォーマットの画像に適用し（ステッ
プＳ４４）、色温度調整処理を抜ける。
【００６０】
　一方、ステップＳ４２にて、環境関連情報から取得された色温度の値が７０００［Ｋ］
を上回らないと判定された場合（ステップＳ４２；ＮＯ）、画像生成部１０２は、環境関
連情報から取得された色温度の値が３５００［Ｋ］を下回るか否か判定する（ステップＳ
４５）。ここで、環境関連情報から取得された色温度の値が３５００［Ｋ］を下回ると判
定された場合（ステップＳ４５；ＹＥＳ）、画像生成部１０２は、色差信号Ｃｂの値に所
定の値（例えば、１．２）を掛けた値を調整後の色差信号Ｃｂとして取得し、色差信号Ｃ
ｒの値を所定の値で除した値を調整後の色差信号Ｃｒとして取得し（ステップＳ４６）、
ステップＳ４４の処理に移行する。
　また、ステップＳ４５にて、環境関連情報から取得された色温度の値が３５００［Ｋ］
を下回らないと判定された場合（ステップＳ４５；ＮＯ）、画像生成部１０２は、色温度
調整処理を抜ける。
【００６１】
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　色温度調整処理の後、画像生成部１０２は、明るさ調整処理を行う（ステップＳ３０）
。
　ここで、明るさ調整処理について、図５のフローチャートを参照して説明する。
　画像生成部１０２は、まず、表示可能フォーマットの画像のトーンカーブを取得する（
ステップＳ５１）。次に、画像生成部１０２は、環境関連情報から取得された明るさの度
合いの値が１０００［ｌｕｘ］を上回るか否か判定する（ステップＳ５２）。ここで、環
境関連情報から取得された明るさの度合いの値が１０００［ｌｕｘ］を上回ると判定され
た場合（ステップＳ５２；ＹＥＳ）、画像生成部１０２は、表示可能フォーマットの画像
を明るくするためのトーンカーブの調整を行う（ステップＳ５３）。具体的には、画像生
成部１０２は、例えば、図８（ｃ）に示すように、調整前のトーンカーブＬ１に比して画
像の輝度を高くしたトーンカーブＬ２を得るためのトーンカーブの調整を行う。
　そして、画像生成部１０２は、調整後のトーンカーブを表示可能フォーマットの画像に
適用し（ステップＳ５４）、明るさ調整処理を抜ける。
【００６２】
　一方、ステップＳ５２にて、環境関連情報から取得された明るさの度合いの値が１００
０［ｌｕｘ］を上回らないと判定された場合（ステップＳ５２；ＮＯ）、画像生成部１０
２は、環境関連情報から取得された明るさの度合いの値が１００［ｌｕｘ］を下回るか否
か判定する（ステップＳ５５）。ここで、環境関連情報から取得された明るさの度合いの
値が１００［ｌｕｘ］を下回ると判定された場合（ステップＳ５５；ＹＥＳ）、表示可能
フォーマットの画像を暗くするためのトーンカーブの調整を行う。（ステップＳ５６）。
具体的には、画像生成部１０２は、例えば、調整前のトーンカーブＬ１に比して画像の輝
度を低くしたトーンカーブＬ３を得るためのトーンカーブの調整を行う。その後、画像生
成部１０２は、ステップＳ５４の処理に移行する。
　また、ステップＳ５５にて、環境関連情報から取得された明るさの度合いの値が１００
［ｌｕｘ］を下回らないと判定された場合（ステップＳ５５；ＮＯ）、画像生成部１０２
は、明るさ調整処理を抜ける。
【００６３】
　明るさ調整処理の後、画像生成部１０２は、明るさ調整処理後の表示可能フォーマット
の画像を後処理不要画像とし（ステップＳ３１）、画像生成処理を抜ける。
　画像生成処理の後、画像取得部１０３は、生成された後処理不要画像を取得する（ステ
ップＳ７）。また、ステップＳ５にて、受信された表示関連情報及び環境関連情報に対応
する処理不要画像が記憶部１０１に記憶されていると判定された場合（ステップＳ５；Ｙ
ＥＳ）、画像取得部１０３は、記憶部１０１に記憶されている後処理不要画像を読み出し
て取得する（ステップＳ７）。次に、サーバ１００の通信制御部１０４が、表示装置２０
０に後処理不要画像を送信する（ステップＳ８）。
【００６４】
　表示装置２００の通信制御部２０１は、サーバ１００から送信された後処理不要画像を
受信する（ステップＳ９）。次に、表示制御部２０２が、表示部２０３に受信された後処
理不要画像を表示させる（ステップＳ１０）。
【００６５】
　以上のように、本実施形態の画像表示システムによれば、サーバ１００が、表示装置２
００の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、表示装置２００により所定の
後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像（例えば、図７、図９に示す
画像Ａ３等）を取得して表示装置２００に送信するので、表示装置２００が、サーバ１０
０から送信された後処理不要画像を受信して表示することができ、表示装置が画像処理を
行うことなく画像を表示することができる。
【００６６】
　また、表示関連情報が、表示装置２００の表示部２０３の画面解像度を示す情報及び当
該画面解像度に対応する画素数を示す情報のうち、少なくとも一方を含むので、表示装置
２００が受信する後処理不要画像は表示部２０３の画面解像度に対応した画像となる。即
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ち、表示装置２００は、表示部２０３により表示する画像の解像度を表示部２０３の画面
解像度に対応させるための画像処理を行うことなく画像を表示することができる。
【００６７】
　また、表示関連情報が、表示装置２００により表示可能な画像のフォーマットを示す情
報を含むので、表示装置２００が受信する後処理不要画像は表示装置２００により表示可
能なフォーマットの画像となる。即ち、表示装置２００は、表示部２０３により表示する
画像のフォーマットを当該表示装置により表示可能なフォーマットとするための画像処理
を行うことなく画像を表示することができる。
【００６８】
　また、表示装置２００が、表示関連情報をサーバ１００に送信し、サーバ１００が、表
示装置２００から送信された表示関連情報を受信し、受信された表示関連情報に基づいて
、後処理不要画像を取得するので、サーバ１００は、予め表示装置２００の表示関連情報
を有していなくとも、表示装置２００から送信された表示関連情報に基づいて後処理不要
画像を取得し、当該表示装置２００に送信することができる。これにより、例えば、新た
な表示装置を画像表示システムに追加する場合や、画像表示システムに含まれる既存の表
示装置を表示性能が異なる新たな表示装置に置き換える場合等に、サーバ１００に新たな
表示装置の表示関連情報を予め記憶させるための作業を行うことなく、新たな表示装置に
よる後処理不要画像の表示を行うことができる。
【００６９】
　また、サーバ１００が、表示装置２００が存する空間の環境に関連する環境関連情報に
基づいて、表示装置２００により所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処
理不要画像を取得して表示装置２００に送信するので、表示装置２００が、サーバ１００
から送信された後処理不要画像を受信して表示することができ、表示装置が画像処理を行
うことなく画像を表示することができる。
【００７０】
　また、環境関連情報が、表示装置２００が置かれている空間を照らす光の色温度を示す
情報及び当該光による明るさの度合いを示す情報の少なくとも何れか一方を含むので、表
示装置２００が受信する後処理不要画像は表示装置２００が置かれている空間を照らす光
の色温度、明るさの度合い又はその両方に対応した画像となる。即ち、表示装置２００は
、表示部２０３により表示する画像の解像度を表示装置２００が置かれている空間を照ら
す光の色温度、明るさの度合い又はその両方に対応させるための画像処理を行うことなく
、視認しやすい画像を表示することができる。
【００７１】
　また、表示装置２００が、環境関連情報を取得してサーバ１００に送信し、サーバ１０
０が、表示装置２００から送信された環境関連情報を受信し、受信された環境関連情報に
基づいて、後処理不要画像を取得するので、サーバ１００が、表示装置２００から送信さ
れた最新の環境関連情報に基づいて後処理不要画像を取得し、当該表示装置２００に送信
することができ、表示装置２００が存する空間の最新の環境関連情報に合った後処理不要
画像による表示を表示装置２００に行わせることができる。
【００７２】
　また、サーバ１００が、記憶部１０１に記憶されている画像に対して画像生成部１０２
による各種の画像処理を施して後処理不要画像を生成し、生成された後処理不要画像を取
得するので、サーバ１００が表示装置２００の表示関連情報や環境関連情報に対応した画
像を予め記憶していない場合であっても、サーバ１００は、画像生成部１０２により生成
された後処理不要画像を表示装置２００に送信することができ、表示装置が画像処理を行
うことなく画像を表示することができる。
【００７３】
　また、仮に、表示装置による表示が不可能な画像を表示可能な画像とするための画像処
理や、表示装置の存する空間の環境に対応しない画像を環境に対応させるための画像処理
を行う画像処理装置を表示装置に設けた場合、表示装置のコストがより高くなる。また、
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画像処理装置が画像処理を行うための処理時間を要することにより表示装置が画像を表示
するために要する時間が長くなる等、表示装置のレスポンスが低下する。
　これに対し、本実施形態の画像表示システム１は、表示装置２００に画像処理装置を設
ける必要がないので、画像処理装置を備えた表示装置に比してレスポンスがよく、かつ、
低コストな表示装置２００を用いて画像を表示することができる。
【００７４】
　なお、本発明は、上記の実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範
囲において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、後処理不要画像として生成、取得される画像は、静止画像であっても動画像で
あってもよい。
　また、サーバ１００は、表示関連情報又は環境関連情報の少なくとも一方の情報を取得
するようにしてもよいし、いずれかに基づいて、後処理不要画像を取得するようにしても
よい。
【００７５】
　また、表示装置２００は、フォトフレームに限らない。例えば、表示装置２００は、腕
時計や携帯端末等の移動端末に設けられた表示装置であってもよい。この場合、携帯性を
高めるために小型化された移動端末の表示装置は、据え置き型の表示装置に比して表示領
域が小さい傾向があるため、画像の表示に用いることができる解像度も低くなることとな
る。また、画像の記憶に用いることができる移動端末のメモリは、据え置き型の表示装置
に比して容量が小さい傾向がある。また、移動端末の存する空間の環境関連情報は、移動
端末のユーザの移動に応じて変化する。このような移動端末の特徴に対し、本発明による
サーバは、移動端末に設けられた表示装置の表示関連情報や環境関連情報に基づいて、後
処理不要画像を取得して送信するので、移動端末は画像処理等の後処理をせずに表示装置
に画像を表示させることができ、移動端末に画像処理装置を設けずとも移動端末に画像の
表示を行わせることができる。即ち、小型化に伴い設計や機能に制限が生じやすい移動端
末に画像処理装置を設ける必要がなくなるので、表示装置を備えた移動端末をより小型で
低コストなものとすることができる。
【００７６】
　また、上記実施形態にあって、サーバ１００の各処理は、中央制御部１０６のＣＰＵの
制御下にて、画像取得部１０３、通信制御部１０４等が駆動することにより実現される構
成としたが、これに限られるものではなく、ＣＰＵによって所定のプログラム等が実行さ
れることにより実現される構成としても良い。
　即ち、プログラムを記憶するプログラムメモリ（図示略）に、取得ルーチン、画像送信
ルーチンを含むプログラムを記憶しておく。そして、取得ルーチンによりＣＰＵが、表示
装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置により所定の後
処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得するようにしても良い。
また、画像送信ルーチンによりＣＰＵが、取得された後処理不要画像を表示装置に送信す
るようにしても良い。
【００７７】
　同様に、表示装置２００の各部による他の処理についても、中央制御部２０８のＣＰＵ
によって所定のプログラム等が実行されることにより実現される構成としても良い。
【００７８】
　さらに、上記の各処理を実行するためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り可
能な媒体として、ＲＯＭやハードディスク等の他、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリ
、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体を適用することも可能である。また、プログラムのデ
ータを所定の通信回線を介して提供する媒体としては、キャリアウェーブ（搬送波）も適
用される。
【００７９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に限定
するものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
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　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
＜請求項１＞
　画像を表示する表示装置と、当該表示装置と通信可能に接続されたサーバとを用いた画
像表示方法であって、
　前記サーバは、
　前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得ステ
ップと、
　この取得ステップにて取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送
信ステップと、を含み、
　前記表示装置は、
　前記サーバから送信された前記後処理不要画像を受信する画像受信ステップと、
　この画像受信ステップにて受信された前記後処理不要画像を表示する表示ステップと、
　を含むことを特徴とする画像表示方法。
＜請求項２＞
　前記表示関連情報は、前記表示装置の画面解像度を示す情報及び当該画面解像度に対応
する画素数を示す情報のうち、少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項１に記載の
画像表示方法。
＜請求項３＞
　前記表示関連情報は、前記表示装置により表示可能な画像のフォーマットを示す情報を
含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示方法。
＜請求項４＞
　前記表示装置は、
　前記表示関連情報を前記サーバに送信する第１送信ステップを更に含み、
　前記サーバは、
　前記表示装置から送信された表示関連情報を受信する第１受信ステップを更に含み、
　前記取得ステップは、
　前記第１受信ステップにて受信された表示関連情報に基づいて、前記後処理不要画像を
取得することを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の画像表示方法。
＜請求項５＞
　前記取得ステップは、更に、前記表示装置が存する空間の環境に関連する環境関連情報
に基づいて、当該表示装置により所定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式
の前記後処理不要画像を取得することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の画
像表示方法。
＜請求項６＞
　前記環境関連情報は、前記表示装置が存する空間を照らす光の色温度を示す情報及び当
該光による明るさの度合いを示す情報の少なくとも何れか一方を含むことを特徴とする請
求項５に記載の画像表示方法。
＜請求項７＞
　前記表示装置は、
　前記環境関連情報を前記サーバに送信する第２送信ステップと、を更に含み、
　前記サーバは、
　前記表示装置から送信された環境関連情報を受信する第２受信ステップを更に含み、
　前記取得ステップは、
　前記第２受信ステップにて受信された環境関連情報に基づいて、当該表示装置により所
定の画質調整処理が行われることなく表示可能な形式の前記後処理不要画像を取得するこ
とを特徴とする請求項５又は６に記載の画像表示方法。
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　前記サーバは、
　所定の記憶手段に記憶されている画像に所定の処理を施して前記後処理不要画像を生成
する生成ステップを更に含み、
　前記取得ステップは、
　前記生成ステップにて生成された前記後処理不要画像を取得することを特徴とする請求
項１～７の何れか一項に記載の画像表示方法。
＜請求項９＞
　画像を表示する表示装置と通信可能に接続されたサーバであって、
　前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得手段
と、
　この取得手段により取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送信
手段と、
　を備えたことを特徴とするサーバ。
＜請求項１０＞
　画像を表示する表示装置と、当該表示装置と通信可能に接続されたサーバとを備える画
像表示システムであって、
　前記サーバは、
　前記表示装置の画像の表示性能に関連する表示関連情報に基づいて、当該表示装置によ
り所定の後処理が行われることなく表示可能な形式の後処理不要画像を取得する取得手段
と、
　この取得手段により取得された前記後処理不要画像を前記表示装置に送信する画像送信
手段と、を備え、
　前記表示装置は、
　前記サーバから送信された前記後処理不要画像を受信する画像受信手段と、
　この画像受信手段により受信された前記後処理不要画像を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする画像表示システム。
【符号の説明】
【００８０】
１　　　　画像表示システム
１００　　サーバ
２００　　表示装置
１０１　　記憶部
１０２　　画像生成部
１０３　　画像取得部
１０４　　通信制御部
２０１　　通信制御部
２０２　　表示制御部
２０３　　表示部
２０４　　記録媒体制御部
２０４ａ　記録媒体
２０５　　表示関連情報取得部
２０６　　環境関連情報取得部
２０６ａ　検知部
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